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＜表紙写真＞　
左上：（一）手賀沼　若松湖岸堤整備状況
右上：県立市野谷の森公園　事業整備状況
左下：（一）柏印西線（柏市大島田）　歩道整備状況
右下：東武野田線（野田市）連続立体交差事業　野田市駅付近整備状況
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柏土木事務所管内

凡　例
都市計画・建築業務

道路・河川業務
（令和４年４月１日現在）

千葉県略図

柏土木事務所管内

管内図管内図
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東　飾都市計画事務所は、千葉県東　飾支庁管内のうち、松戸市、野田市、柏市、
流山市、我孫子市、鎌ケ谷市、関宿町及び沼南町の 6 市 2 町の増大する都市問題
に適切に対応するため、東　飾土木事務所の建築課、開発指導課、都市工務課と都
市部都市整備課の柏通信所跡地整備班を改組し、都市部の出先機関として、柏市柏
5丁目6番23号の仮庁舎で業務を開始した。

柏市柏745の新庁舎（総工費1億8千万円、工期10ヶ月）で業務を開始した。

市川市、船橋市、浦安市の3市を新たに加え、東　飾支庁の管轄区域と同一となる。
これに伴い　南土木事務所の建築課、都市工務課と津田沼区画整理事務所を改組し、
習志野市津田沼1丁目511番地17号に当所の　南支所を設置した。

当所　南支所が、 　南都市計画事務所として分離独立した。

管理用地課、宅地指導課がそれぞれ班となり、また、柏の葉公園の事業化に伴い、
公園街路課が公園緑地課となる。

街路課が街路区画整理課となる。

東武野田線馬込沢駅・六実駅間の高架化事業の事業化に伴い、連続立体交差班を設
置した。

建築、街路区画整理、公園緑地の3課がそれぞれ班となる。

常磐新線沿線市街地整備事業の都市計画決定に伴い、常磐新線沿線整備班を設置
し、街路区画整理班が街路整備班になる。

常磐新線沿線整備班を、区画整理班、街路・用地班に分割し、常磐新線沿線整備室
となる。

管理用地、建築、宅地指導、公園緑地及び街路整備班の各班をそれぞれ課とし、連
続立体交差班が高架事業課に、常磐新線沿線整備室を常磐新線沿線事業室にすると
ともに、区画整理班及び街路・用地班を廃止した。

常磐新線沿線事業室がつくばエクスプレス沿線事業室となる。

公園緑地課、宅地指導課が公園宅地課に、高架事業課が高架事業推進室となる。

都市部・土木部の再編により、旧東　飾土木事務所柏支所と統合、東　飾地域整備
センター柏整備事務所に名称変更となる。総務課を廃止し、管理用地課を管理課と
用地課に、また新たに道路河川課を設置した。

千葉県住宅供給公社の事業を引き継ぎ、流山市南流山 3 丁目 6－7に木地区事業室
を設置した。管理課が調整課と維持管理課に、道路河川課が維持管理課と建設課に、
街路整備課、公園宅地課、建築課が公園街路課と建築宅地課になる。

つくばエクスプレス沿線事業室と木地区事業室の事業を柏区画整理事務所と流山区画
整理事務所に引き継ぎ、廃止した。

柏土木事務所に名称変更となる。また、新たに総務課を設置した。

維持管理課の維持班が維持課に、維持管理課の管理班と用地課が管理用地課になる。

高架事業推進室が高架事業推進課になる。

管理用地課を管理課と用地課に分割した。
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　柏土木事務所は、主として柏市と我孫子市の2市における道路事業、河川事業及び街路
事業や公園事業を始めとする都市計画事業を所管するほか、野田市及び鎌ケ谷市における
連続立体交差事業、流山市における街路事業や公園事業などの都市計画事業も併せて所
管しています。また、建築行政については、松戸市、柏市、我孫子市及び流山市の「特定
行政庁」を除く、鎌ケ谷市及び野田市を所管しています。
　柏市及び我孫子市の2市を併せた総面積は、約158平方キロメートルと全県の約3％で
すが、人口は約56万人と全県の約9％を占めています。
　地勢は、北総台地に位置しており、東西約20km、南北約15kmで、北に茨城県境と
なる利根川が流れ、管内のほぼ中央部に手賀沼が位置する平坦な地形となっています。
　当地域は、利根川の水運や水戸街道の宿場町として発展してきましたが、昭和40年代
の高度経済成長に伴い、首都圏のベッドタウンとして、都市化が急激に進んだ地域です。
　交通網については、道路では、常磐自動車道や国道6号・16号及び356号が骨格を
なしており、鉄道では、ＪＲ常磐線・成田線、東武野田線の3路線に加え、平成17年8月
からは「つくばエクスプレス線」も運行しています。
　所管する施設については、道路として、国道356号のほか、主要地方道6路線、一般
県道10路線、自転車道1路線、合わせて18路線、延長約119kmを、また、河川として、
一級河川利根川水系の手賀沼、大津川及び大堀川、合わせて延長約32kmを管理してい
ます。また、公園として、都市公園の「県立柏の葉公園」、「県立手賀沼自然ふれあい緑道」
及び「県立市野谷の森公園」と、自然公園の「県立印旛手賀自然公園」を管理しています。

　所管事業については、道路事業では、幹線道路網の整備として、国道356号我孫子バ
イパスの改良工事や主要地方道船橋我孫子線の大島田工区バイパス整備を、また、交通安
全対策事業として、主要地方道市川柏線等で歩道等の整備を進めるとともに、一般県道我
孫子流山自転車道線の整備を進めています。
　また、河川事業では、手賀沼において広域河川改修事業や、「手賀沼総合浄化計画」に
基づき水質改善を目的とした統合河川環境整備事業、大津川流域の浸水対策として総合流
域防災事業を進めています。

管内の概要管内の概要
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市　　名 世帯数面　　積
（km2）

人　口
対前年比※ （世帯）人口（人）

柏 市

我 孫 子 市

小　　計

松 戸 市

野 田 市

流 山 市

鎌 ケ 谷 市

小　　計

合　　計

管内市の面積と人口 （令和４年４月１日現在）

※令和３年４月１日比

114.74
43.15
157.89
61.38
103.55
35.32
21.08
221.33
379.22

430,032
129,904
559,936
496,540
151,926
206,137
109,744
964,347
1,524,283

1.004
0.996
1.002
0.997
0.997
1.020
0.997
1.002
1.002

192,533
57,240
249,773
234,032
64,444
86,521
48,046
433,043
682,816

　都市計画事業については、街路事業では、柏市の箕輪青葉台線等の都市計画道路の整
備を、公園事業では、流山市の「市野谷の森公園」の整備を、さらに、連続立体交差事業では、
野田市内の東武野田線及び鎌ケ谷市内の新京成線において鉄道の高架化及び関連側道の
整備を進めています。
　建築行政については、所管する限定特定行政庁2市において建築確認等を行うとともに、
違反建築物のパトロール等を行い、違反建築物の防止及び是正指導に努めています。
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師課・室名等

所 長

次 長

総 務 課

管 理 課

用 地 課

調 整 課

建 設 課

維 持 課

建 築 宅 地 課

公 園 街 路 課

高架事業推進課

小　　　計

合　　　計

（兼務）

（併任）市から派遣職員

事務次長が課長事務取扱

（兼務）

（併任）市から派遣職員

所　　  長
次 長（事）

次 長（技）

総 務 課
管 理 課
用 地 課
調 整 課
建 設 課
維 持 課
建 築 宅 地 課
公 園 街 路 課
高 架 事 業 推 進 課

（1）組織図

（2）職員構成 （令和４年４月１日現在）

　当事務所の組織は、総務課、管理課、用地課、調整課、建設課、維持課、建築宅地課、公園街路課、
高架事業推進課の9課である。

事務所の組織事務所の組織
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　工事の企画及び連絡調整に関すること。
　技術に関する所内各課及び関係機関との連絡調整に関すること。
　技術関係の所内研修に関すること。
　工事の安全対策に関すること。
市町村の国費及び県費補助を伴う土木事業・都市計画事業の指導監督等に関すること。
　道路、河川等の調査及び統計に関すること（維持課において所掌するものを除く）。

道路、河川並びに国有及び県有の土地及び水面の管理（維持課において所掌する
ものを除く）に関すること。
　急傾斜地崩壊危険区域の管理に関すること。
　県立自然公園、県立都市公園、首都圏近郊緑地保全区域及び特別緑地保全地区
の管理に関すること。
　プレジャーボートの係留保管の適正化に関すること。

　土地等の収用、買収及び補償に関すること（高架事業推進課において所掌するものを
除く）。
　登記に関すること（高架事業推進課において所掌するものを除く）。
　不動産の鑑定評価に関すること。
　未利用地の管理及び処分に関すること。

　所の総合企画及び調整に関すること。
　請負、入札及び契約に関すること。
　機械器具の管理に関すること。
　資材及び物資の需要調達に関すること。
　庶務に関すること。

　道路、橋梁等の新設、改良及び舗装の工事に関すること（維持課において所掌するも
のを除く）。
　河川、砂防、地すべり、急傾斜地崩壊防止施設等の新設及び改良の工事に関すること。
　道路、橋梁、河川等の新設及び改良に係る技術に関する調査、統計及び報告に関する
こと（維持課において所掌するものを除く）。
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　道路、橋梁、河川、急傾斜地崩壊防止施設等並びに国有及び県有の土地の維持補修に
関すること。
　道路改良（特殊改良第二種及び局部改良に限る）、交通安全施設、電線類地中化及び
道路排水施設の工事に関すること。
　水防及び災害復旧工事（応急工事を含む）に関すること。
　道路、河川等の愛護奨励に関すること。
　道路、河川等の調査及び統計に関すること（維持補修、災害復旧等に関することに限る）。

　建築物等の許可、認定、確認、通知、届出、定期報告等の審査及び検査に関すること。
　建築士事務所の指導に関すること。
　浄化槽の設置届の受理等に関すること。
　高齢者、障害者等の移動の円滑化の促進に関する法律に基づく特定建築物に係る指導
及び助言並びに認定等に関すること。
千葉県福祉のまちづくり条例に係る建築物の届出の受理、指導及び助言等に関すること。
　建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律に係る届出及び通知の受理、助言、勧
告、命令等に関すること（建築物及び建築系工作物に限る）。
　開発行為の許可、検査等に関すること。
　建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律（建築物省エネ法）に関すること。
　建築物の耐震改修の促進に関する法律に基づく特定建築物に係る指導、助言に関する
こと。
　建築物等に係る書類の閲覧に関すること。

　県立都市公園、首都圏近郊緑地保全区域及び特別緑地保全地区に係る工事及び維持
補修に関すること。
　都市計画道路の工事に関すること。
　都市計画道路の維持補修に関すること（供用部分を除く）。
　その他都市計画事業に関すること（鉄道高架事業を除く）。

　建築物等に係る調査、決定及び通知に関すること（鉄道高架事業に係るものに限る）。
　建築物等の移転及び補償に関すること（鉄道高架事業に係るものに限る）。
　土地等の収用、買収、補償及び管理に関すること（鉄道高架事業に係るものに限る）。
　登記に関すること（鉄道高架事業に係るものに限る）。
　連続立体交差事業に係る工事及び維持補修に関すること。
　都市計画道路の工事及び維持補修に関すること（鉄道高架事業に係るものに限る）。
　その他鉄道高架事業に関すること。
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-237,388
-237,388
-237,388
4,240
4,165

0
4,164
75
75

-1,759
0
0

-1,759
-1,759
-8,296
-8,296
-8,296

1,243
1,243
1,243

0
0
0

10,517,719
11,822
5,422
6,348
27
25

1,641,990
1,370,399
199,344
23,504
48,743
345,100
5,512

299,864
32,652
7,072

8,518,806
8,025,249
493,557

0
0
0

13,042
13,042
13,042
1,100
1,100
1,100

13,137,637
13,531
7,413
5,710
27
381

1,700,581
1,439,037
146,233
27,992
87,320
309,036
12,390
290,877
5,000
770

11,114,488
10,342,337
772,151
37,751
37,751
37,751

10,518,962
（3,591,275）

13,189,530
(3,053,062)

-11,799
-11,799
-11,799
-1,100
-1,100
-1,100

-2,619,918
-1,709
-1,991
638
0

-356
-58,591
-68,638
53,111
-4,488
-38,577
36,064
-6,878
8,987
27,652
6,302

-2,595,682
-2,317,088
-278,594
-37,751
-37,751
-37,751

-2,670,568
（538,213）

999,253
999,253
999,253
99,104
99,029

17
99,012

75
75
2
2
2
0
0

14,701
14,701
14,701

1,113,060

1,236,641
1,236,641
1,236,641
94,864
94,864

17
94,848

0
0

1,761
2
2

1,759
1,759
22,997
22,997
22,997

1,356,264 -243,204

分 担 金 及 び 負 担 金
負 担 金

土 木 費 負 担 金

6 款
1 項

5 目

財 産 収 入
財 産 運 用 収 入
財 産 貸 付 収 入

9 款
1 項

1 目

諸 収 入
雑 入

雑 入

13 款
7 項

1 目

財 産 売 払 収 入
不動産売払収入

2 項
1 目

使 用 料 及 び 手 数 料
使 用 料

総 務 使 用 料
土 木 使 用 料

7 款
1 項

手 数 料２項

1 目
7 目

証 紙 収 入８ 目

環 境 費
環 境 費
水 質 保 全 費

5 款
１ 項

3 目

観 光 費1 目

商 工 費
観 光 費

8 款
3 項

土 木 費
土 木 管 理 費
土 木 総 務 費
土 木 事 務 所 費
建 築 指 導 費
用 地 対 策 費

9 款
1 項

1 目
2 目
3 目
5 目

災 害 復 旧 費
土木施設災害復旧費

都市施設災害復旧費

12 款
2 項

4 目

河 川 海 岸 費
河 川 総 務 費
河 川 改 良 費
砂 防 費
水 防 費

3 項
1 目
2 目
3 目
5 目
都 市 計 画 費
街 路 事 業 費
公 園 費

5 項
2 目
3 目

道 路 橋 り ょう 費
道 路 維 持 費
道路新設改良費
橋りょう維持費
橋りょう新設改良費

2 項
2 目
3 目
4 目
5 目

科　　　　　目

計

計
（うち、前年度繰越額）

令和３年度（a） 令和２年度（b） （a）－（b）

科　　　　　目 令和３年度（a） 令和２年度（b） （a）－（b）

（1）歳　入 （単位：千円）

（2）歳　出 （単位：千円）

令和３年度予算執行状況令和３年度予算執行状況
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（11,578）

（0）

（0）

（3,829）

（0）

（0）

（22,000）

（62,326）

（2,000）

（0）

（0）

（0）

（277,273） （101,733） （379,006）

（0）

（34,640）

（16,651）

（44,000）

（95,291） （146,689）（51,398）

（0）

（92,674）

（26,000）

（0）

（27,654）

（0）

（945）

（130 ,000）

（0）

（9,200）

（0）

（19,778）

（20,000）

（0）

（2,420）

（0）

管内
一円
管内
一円

2

管内
一円

管内
一円

管内
一円

管内
一円
管内
一円
管内
一円
管内
一円
管内
一円

管内
一円

管内
一円
管内
一円
管内
一円
管内
一円

管内
一円
管内
一円

0

304,700

0

12,000

30,000

12,000

20,000

0

100,000

278,500

141,000

552,644

25,500

66,085

32,370

29,000

181,270

33,000

181,000

9,000

1,000

478,700 1,530,369 2,009,069

0

29,000

50,000

0

479

31,430

24,200

60,000

53,000

1,800

490

1,000

79,000 172,399 251,399

公　　　共

路線
数等 事 業 費
令和４年度予算 令和４年度予算 令和４年度

予算事 業 区 分

計 計

道路事業

路線
数等 事 業 費

事 業 区 分

社会資本整備総合交付金

防災・安全交付金（交通安全）

防災・安全交付金（防災・安全）

防災・安全交付金（道路ストック）

道路メンテナンス（付属物修繕）

道路メンテナンス（点検）

交通安全対策補助

交通調査

ふさのくに観光道路ネットワーク（広域連携）

道路改良

橋梁架換

舗装道路修繕

道路維持（一般）

道路維持修繕

道路管理

排水整備

交通安全対策

災害防止

橋梁修繕（耐震・補修）

道路調査

自転車道環境整備

県　　　単

0

5

2

1

1

1

3

3

2

1

1

1

計 計

河川事業
河川管理

都市河川管理

河川環境整備

河川維持

河川改良

外来水生植物対策

水防事業

河川環境整備（アダプト関係）

総合流域防災

広域河川改修

統合河川環境整備

土砂災害防止

1

1

1

合　計
（単位：千円）

上段：（　）は、前年度より繰越額。下段：令和４年当初の内示額の予算で繰越額は含まない。

令和４年度予算・執行額事業内訳令和４年度予算・執行額事業内訳
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（143,700）

（18,345）

（40,337）

（0）

（162,045） （40,337） （202,382）

（253,536）

（217,854）

（9,124）

（0）

（471,390） （9,124）

（2,096,946） （71,532）

（480,514）

（2,096,946）
297,828

（2,168,478）

（3,102,945）

2,682,214 6,323,841

147,227

27,500

35,132

253,196

174,727 288,328 463,055

60,000

249,200

345,100

48,190

309,200 393,290

2,600,000 297,828

702,490

2,600,000
（71,532）

2,897,828

3,641,627

（274,124）（3,377,069）
公 共 合 計 県 単 合 計

計 計

公園事業
公共公園整備（社会資本整備）

公共公園整備（防災・安全）

公園整備

公園管理

社会資本整備総合交付金（交付金街路）

社会資本整備総合交付金（補助街路）

公共街路整備事業

1

2

3

3

街路整備

街路管理

1

2

4

6

街路整備2 2

計 計

計 計

街路事業

高架事業

公　　　共 県　　　単 合　計

路線
数等 事 業 費
令和４年度予算 令和４年度予算 令和４年度

予算事 業 区 分 路線
数等 事 業 費

事 業 区 分

（単位：千円）

上段：（　）は、前年度より繰越額。下段：令和４年４月当初の内示額の予算で繰越額は含まない。
※高架事業については、鉄道事業者負担分を除く。
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H24年度完成

L=1,400m
新木工区

Ｒ元年度完成
日秀工区
L=890m H23年度完成

L=400m
大作工区

H20年度完成

L=550m
布佐工区

L＝4,800m

暫定２車線整備　L=4,800m

相島工区
H15年度完成

L=1,560m

　国道356号は千葉県北部の銚子市、香取市、成田市等を経て我孫子市に至る一般国道で、北総
地域の重要な幹線道路です。我孫子市内の国道356号は歩道や車道の幅員が狭く、また人家が連坦
し整備が進まないことから、朝夕の交通混雑が激しい状況となっています。
　このため、既成市街地の交通混雑緩和と周辺地域の生活環境の向上を図るためバイパス整備を推
進し、令和２年３月に全線４.８kmの「暫定２車線供用」を開始したところです。今年度は、四車線化
での完成を目指し、残りの用地取得等を引き続き進めていきます。

：
：
：
：
：

：
：

：

：

：
：
：（暫定２車線）

（全体の98％）

県単道路改良
国道356号我孫子バイパス
我孫子市新々田 ～ 我孫子市日秀新田

延 長
幅 員
事 業 費
用 地 取 得
事 業 期 間

4,800m
22.0m
7,065百万円
90,106m2

昭和62年度～

事 業 費
本 工 事

用地取得

測量・設計

5,636百万円
4,800m

88,298m2

一式

事 業 費
用地調査・取得
排 水 検 討

29百万円
一式
一式

（単位：mm）

事 業 名
路 線 名
工事箇所

計画概要
全体計画 令和３年度迄実施 令和４年度予定

位置図

標準横断面図

暫定２車線

４車線整備後４車線整備後

主要事業の概要主要事業の概要
1. 道路事業
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（単位：mm）

位置図

標準横断面図

　主要地方道 船橋我孫子線は船橋市から我孫子市へと千葉県北西部を縦断する重要な幹線道路
です。当該区間は、国道６号と国道１６号を結ぶ路線であり、柏都市計画道路３・４・51号のルート
によるバイパス化で交通量の緩和を図り、交通混雑の解消を目的としています。

：
：
：
：
：

：
：

：
：
：

：
：
：
：
：

ふさのくに観光道路ネットワーク・県単道路改良
主要地方道　船橋我孫子線
柏市大島田

延 長
幅 員
事 業 費
用地取得
事業期間

440ｍ
18.0m
1,832百万円
13,289ｍ2

昭和59年度～

事 業 費
用地取得

設計・調査
盛 土 工
道路改良工

1,330百万円
一式
（全体の99.5％）
一式
一式
一式

事 業 費
調 査
用地買収
擁 壁 工
函 渠 工

177百万円
一式
一式
一式
一式

令和２年度施工
道路改良工　L=178m

事 業 名
路 線 名
工事箇所

計画概要
全体計画 令和３年度迄実施 令和４年度予定
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L＝200m

標準横断面図

　本区間は、（主）市川柏線と（一）白井流山線との交差点であり、交通量が多い路線です。また、（主）
市川柏線から（一）白井流山線へ向かう右折車両が多くあり、道路横断中の歩行者への危険が生じ
やすいことから、歩道の整備及び右折レーンの設置を進め、歩行者・自転車の安全と円滑な交通の
流れを確保し、交通事故の防止を図ります。

（単位：mm）

位置図

：

：
：
：

：
：
：
：

：
：
：
：

防災・安全交付金（交通安全）
主要地方道　市川柏線
柏市逆井３丁目

延 長

幅 員
事 業 費
事業期間

200m
（右折車線追加、両側歩道）
15.5m
1,205百万円
平成26年度～
令和９年度

事 業 費
測量設計
用地取得
補 償

533百万円
一式
一式
一式

事 業 費
用地取得
補 償
物件調査

169百万円
一式
一式
一式

事 業 名
路 線 名
工事箇所

計画概要
全体計画 令和３年度迄実施 令和４年度予定
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L＝134m

位置図

標準横断面図

　本区間は、隣接する小学校の通学路となっていますが、カーブしており、人家が連坦し視距が悪い
うえ、路肩が狭く、交通事故への対応が急務となっています。このため、歩道整備及び線形改良を進め、
歩行者の安全確保及び事故の発生抑制を図ります。

：

：
：
：

：
：
：
：

：
：
：
：

防災・安全交付金（交通安全）
主要地方道　市川柏線
柏市増尾３丁目

延 長

幅 員
事 業 費
事業期間

134m
（両側歩道（車道線形改良））
2.5m
240百万円
平成27年度～
令和６年度

事 業 費
歩道設計
用地取得
補 償

206百万円
一式
一式
一式

事 業 費
用地取得
補 償
本 工 事

66百万円
一式
一式
一式

事 業 名
路 線 名
工事箇所

計画概要
全体計画 令和３年度迄実施 令和４年度予定

（単位：mm）
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L＝960m

3,2501,000 3,250 1,000 2,500

位置図

標準横断面図

 　本区間は、路肩が狭く、道路幅員も狭いことから、自動車と歩行者のすれ違い時の危険性が高く、
安全な通行が脅かされております。付近には小学校・中学校・保育園等が立地し、小学校の通学
路になっていることから、歩道の整備を進め、歩行者の安全確保を図ります。

：
：
：
：

：
：

：
：
：
：

防災・安全交付金（交通安全）
一般県道　白井流山線
柏市高柳

延 長
幅 員
事 業 費
事業期間

960m（片側歩道）
2.5m
600百万円
令和元年度～
令和６年度

事 業 費
用地測量

70百万円
一式

事 業 費
路線測量
詳細設計
用地測量

25百万円
一式
一式
一式

事 業 名
路 線 名
工事箇所

計画概要
全体計画 令和３年度迄実施 令和４年度予定

（単位：mm）
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標準横断面図

　平成25年10月の台風26号により、手賀沼の水位が上昇し、越水したことで我孫子市若松地区で
は15戸の床下浸水被害が発生しました。
　手賀沼の湖岸堤は、左岸側の一部に計画堤防高さであるYP＋4.7ｍに満たない区間があり、その
背後地は住宅密集地を抱えることから、手賀沼全体の治水安全度向上のため、築堤工事を実施しま
す。

：
：
：
：

：
：
：

：
：
：
：
：
：
：
：

広域河川改修
一級河川　利根川水系　手賀沼
我孫子市若松 ～ 我孫子市高野山新田

地盤改良工
築 堤 工
事 業 費
事 業 期 間

一式
3,000m
1,285百万円
平成26年度～

事 業 費
管理用通路工
法 面 保 護 工

29百万円
一式
一式

事 業 費
地盤改良工
設 計
調 査
築 堤 工
残土処理工
管理用通路工
法面保護工

487百万円
一式
一式
一式
二次盛土1,100m
一式
一式
一式

事 業 名
河 川 名
工事箇所

計画概要
全体計画 令和３年度迄実施 令和４年度予定

2. 河川事業
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　手賀沼は、流域の都市化や開発に伴う人口増加などにより、汚濁物質の流入が増えたため、沼
の水質悪化が進行してきました。
　このため水質浄化対策として、昭和51年度から平成７年度にかけて大津川や手賀沼上流域にお
いて底泥浚渫や河川浄化施設の設置を実施してきたところですが、さらなる対策を強化する必要があ
るとの認識から、流域全体に施策を拡大した「手賀沼総合浄化計画」を平成８年度に策定（平成
18年度から統合河川環境整備事業計画に移行）し、現在は手賀沼の水質・底質調査等を実施し
ています。
なお、この事業は、国の湖沼水質保全特別措置法に基づく「手賀沼に係る湖沼水質保全計画」
にも位置付けられています。

650,000m3

２ヶ所

５基

3,000m
一式

577,000m3

１ヶ所
３基

１基
２基

一式
1,538m
一式

統合河川環境整備
一級河川　利根川水系　手賀沼
柏市・我孫子市

手賀沼に係る湖沼水質保全計画
（第８期）

主な内容
事 業 費 ：       18,290百万円
底泥浚渫 ：
汚濁拡散防止 ：
（大津川、大堀川河口部）
浄化施設 ：
（含む、既設２ケ所の改修）
植生帯整備 ：
底泥処分地整備 ：

事 業 費 ： 　 11,988百万円 
底泥浚渫 ：
汚濁拡散防止 ：
浄化施設 ：
逆井浄化（リン除去）施設 ：

浄化施設（改修） ：
（大津川、大堀川浄化施設の改修）
底泥処分地整備 ：
植生帯整備 ：
モニタリング・調査 ：

平成30年度施工
植生帯整備工　L=43.7m

事 業 費
調 査
植生帯（基盤）整備

50百万円
一式
一式

：
：
：

【令和３年度から７年度】
［水質目標値］手賀沼中央  （COD 9.0mg/  、75％値）

事 業 名
河 川 名
工事箇所

令和４年度予定令和３年度迄実施全体計画

目  

標

進

　
　捗

　
　状

　
　況
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手賀沼の河川浄化施設の整備と浄化対策
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L＝5,640m

位置図

標準横断面図

　大津川は、鎌ケ谷市初富地先にその源を発し、台地部の水を集め谷津田の中を北流して手賀沼
に流入する流域面積35.9km2の一級河川です。台地部を中心に都市化が著しく進展し、都市化によ
る流出増等が直接的な原因となって浸水被害が頻発しています。このため、昭和55年度より広域基
幹改修事業に着手し、平成17年度からは、総合流域防災事業により整備を行っています。
　改修断面は、土羽河岸を基本とし、護岸は橋梁、堰等の構造物の付近などの最小限にとどめると
ともに、動植物の生息・生育に配慮し、自然素材による水際の再生に努めます。

（単位：m）

（最下流部）

：
：

：
：
：
：
：
：

：
：
：
：
：
：

：
：

総合流域防災
一級河川　利根川水系　大津川
柏市

延 長
幅 員

河道掘削・築堤
水 門 等
道 路 橋
用 地 取 得
事 業 費
事 業 期 間

5,640m
67.0m

5,640m
28基
13橋
197,740m2

14,331百万円
昭和55年度～

事 業 費
河道掘削・築堤
水 門 等
道 路 橋
用 地 取 得
測量・設計・調査

13,587百万円
4,850m
24基
9橋
193,885m2

一式

事 業 費
設 計 ・ 測 量

20百万円
一式

令和３年度完成
護岸工　L=50m（左岸）

事 業 名
河 川 名
工事箇所

計画概要
全体計画 令和３年度迄実施 令和４年度予定
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L=833m

位置図

標準横断面図

　本路線は、東葛飾南部地域における交通問題の抜本的解決を図ることを目的とした４車線道路であ
り、暫定２車線での開通を目指して整備を進めています。
　一級河川大津川により生活圏が分断されている地区の交流を図るとともに、主要地方道市川柏線
のバイパス機能を担う広域幹線道路となるものです。

（単位：mm）

：
：
：
：
：
：

：
：
：
：

：
：
：

社会資本整備総合交付金（交付金街路）
柏都市計画道路３・３・２号箕輪青葉台線（塚崎）
柏市塚崎 ～ 柏市増尾 

延 長
幅 員
用 地 取 得
事 業 費
事 業 認 可
事 業 期 間

833m
25.0m
16,300m2

2,188百万円
平成25年３月27日
平成25年度～
令和5年度

事 業 費
調 査・設 計
用 地 取 得
準 備 工 事

313百万円
一式
一式
一式

事 業 費
調 査 ・ 設 計
用 地 取 得

348百万円
一式
10,149㎡

事 業 名
路 線 名
工事箇所

計画概要
全体計画 令和３年度迄実施 令和４年度予定

3. 街路事業
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L＝741m

歩　道 歩　道

位置図

標準横断面図

　つくばエクスプレス沿線地域においては、新線建設に合わせて千葉県、埼玉県、茨城県の３県で
19地区、3,288haの一体型特定土地区画整理事業によるつくばエクスプレス沿線整備事業を進めて
います。
　本路線は、都市軸道路と呼び、これらの沿線整備区域等の連携を図り、発生する交通需要に対
応するため、埼玉県三郷市から茨城県つくば市にいたる延長約30km、４車線（幅員30～32m）の
広域幹線道路です。
本事業は、区画整理事業施行区域外の流山市三輪野山～流山市大畔741mの区間を整備

します。

：
：
：
：
：

：

：
：
：
：

：
：
：
：

社会資本整備総合交付金（補助街路）
流山都市計画道路３・２・25 号下花輪駒木線（旧三輪野山駒木線）
流山市三輪野山 ～ 流山市大畔

延 長
幅 員
用 地 取 得
事 業 費
事 業 認 可

事 業 期 間

741m
32.0m
13,027m2

2,750百万円
平成15年12月15日（当初）
平成31年２月27日（変更）
平成15年度～
令和5年度

事 業 費
調 査・設 計
用 地 取 得
本 工 事

1,964百万円
一式
12,889m2

道路整備工

事 業 費
調 査・設 計
用 地 取 得
本 工 事

419百万円
一式
一式
道路整備工

（単位：mm）

事 業 名
路 線 名
工事箇所

計画概要
全体計画 令和３年度迄実施 令和４年度予定
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L＝1,115m

位置図

標準横断面図

　本都市計画道路は、いわゆる都市軸道路の全体約30km（埼玉県三郷市・吉川市～千葉県～
茨城県つくば市）のうち流山市及び柏市にかかる部分であり、つくばエクスプレスの建設に合わせ暫
定２車線で供用している当該区間については、沿線の区画整理事業の進捗に伴い、高まる交通需
要に対応します。
　本事業は、４車線化することにより交通渋滞の解消を図り、円滑な交通の確保に大きく寄与するも
のとして、区画整理事業施行区域外の流山市駒木～柏市十余二1,115mの区間を整備します。

：
：
：
：
：

：
：

社会資本整備総合交付金（補助街路）
流山都市計画道路３･２･25号下花輪駒木線
柏都市計画道路３･２･40号十余二船戸線
流山市駒木～柏市十余二

延 長
幅 員
事 業 費
事 業 認 可
事 業 期 間

1,115m
32m
700百万円
令和4年4月1日
令和4年度～
令和6年度

事 業 費
調 査・設 計

48百万円
一式

（単位：mm）

事 業 名

路 線 名

工事箇所

計画概要
全体計画 令和４年度予定
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位置図 標準断面図

縦断図

　鎌ケ谷市内では、鉄道網の増設及び人口増加とともに自動車交通量は増加の一途をたどり、市内
各所の踏切において交通渋滞の悪化を招き、健全な都市活動の障害となっています。
　こうした状況を解消するため、この事業は、新京成線の初富駅、新鎌ヶ谷駅、北初富駅を含む約
3.3kmを高架化し、12箇所の踏切を除却するものです。
　この事業が完成しますと、踏切事故や騒音、排気ガス等の交通公害及び踏切遮断による交通渋滞
を解消し、また鉄道により分断された市街地の一体化が図られます。
　令和元年12月に全線で高架化され、引き続き関連側道等の整備を進めます。

（鉄道本線：48,631 百万円）
（関連側道：1,864 百万円）

（鉄道本線：948 百万円）
（関連側道：229 百万円）

：
：
：
：
：
：

：

：

：

：

鎌ケ谷都市計画都市高速鉄道第２号線　新京成線連続立体交差事業
鎌ケ谷市富岡二丁目 ～ 鎌ケ谷市北中沢一丁目

区 間
延 長
除 去 踏 切 数
事 業 費
事 業 認 可
事 業 期 間

鎌ヶ谷大仏駅～くぬぎ山駅
3,257m
12箇所
528億円
平成14年3月4日
平成13年度～令和6年度

事 業 費

実施内容

50,495百万円

設計
用地取得
高架橋工事等 一式

事 業 費

実施内容

1,177百万円

設計
関連側道工事・
高架橋工事等 一式

事 業 名
工事箇所

計画概要
全体計画 令和３年度迄実施 令和４年度予定

4. 高架事業
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東武野田線を交差する主要地方道つくば野田線や主要地方道野田牛久線では、踏切遮断により
慢性的な交通渋滞が発生しており、都市機能や生活機能に様々な問題が生じています。
　こうした状況を解消するため、この事業は、清水公園駅南側から都市計画道路中根山崎線北側に
かけて、愛宕駅と野田市駅を含む約2.9㎞の鉄道を高架化し、11箇所の踏切を除却するものです。
　この事業が完成しますと、踏切による事故や交通渋滞の解消及び消防・救急活動の迅速化等を
はじめとして、駅前広場の整備事業や周辺市街地の整備事業などの計画とあわせ、将来の総合的な
まちづくりに大きく寄与することが期待されます。
　令和3年3月に高架運行が開始され、引き続き野田市駅駅舎などの高架橋工事等の整備を進めます。

：
：
：
：
：
：

：
：

：
：

野田都市計画都市高速鉄道第１号線　東武野田線連続立体交差事業
野田市清水公園東二丁目 ～ 野田市花井新田字三丁歩

区 間
延 長
除却踏切数
事 業 費
事 業 認 可
事 業 期 間

清水公園駅～梅郷駅
2,905m
11箇所
353億円
平成20年3月31日
平成19年度～令和5年度

事 業 費
実施内容

29,368百万円
設計
用地取得
高架橋工事等 一式

事 業 費
実施内容

4,538百万円
設計
用地取得
高架橋工事等 一式

事 業 名
工事箇所

計画概要
全体計画 令和３年度迄実施 令和４年度予定

横断図

縦断図

位置図
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位置図

　流山市のほぼ中央部に位置する「市野谷の森」については、つくばエクスプレス沿線整備事業に
関連して平成７年に「千葉県環境会議」から「オオタカ等の多様な生物が生息する生態系の保全を
図る必要がある。」との提言がありました。これを受けて、県では樹林地の保護を目的とした都市公園（特
殊公園：都市林）として、都市公園事業で整備する区域及び土地区画整理事業により整備する街
区公園を合わせた24.1haの区域を保全することとしました。
　平成12年１月28日に、都市公園事業による区域18.5haについて都市計画決定し、このうち修景
池を含む約3.7haを第一期事業として整備し、令和4年3月31日に供用を開始しました。（Ｉ期区域）
　また、令和３年度末には残る14.8haについて新規事業化（Ⅱ期区域）し、貴重な動植物などの自然
環境の保全及び自然とのふれあいの場の創出等、快適な都市づくりに資するための整備を進めています。

公共公園整備（社会資本整備）
流山都市計画公園７・５・１号市野谷の森公園（Ⅰ期・Ⅱ期）
流山市三輪野山 

：
：

：

：

面 積
総事業費

事業認可

事業期間

約3.7ha（14.8ha）
2,564百万円
（3,482百万円）
平成19年７月30日
（令和４年２月８日）
平成19年度～令和４年度
（令和３年度～令和12年度）

：
：

Ⅰ期
事 業 費
用 地 取 得

2,424百万円
3.5ha

：
：

：
：

Ⅰ期
事 業 費
本 工 事
Ⅱ期
事 業 費
用地取得等

30百万円
修景池整備工

261百万円
一式

事 業 名
箇 所 名
工事箇所

計画概要
全体計画 （　）はⅡ期区域 令和３年度迄実施 令和４年度予定

5. 公園事業
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0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

3,
07
8

7,
91
9

9,
36
8

5,
14
8

9,
94
1

8,
84
8

0 0 0 0 0 0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

3,
07
8

7,
91
9

9,
36
8

5,
14
8

9,
94
1

8,
84
8

7,
38
4

11
7

28
0

53
5

3,
50
2

50
3

4,
01
5

2,
33
1

8,
06
6

12
,1
55

0 0 0 12 73
0 0 0 7

58
5

1,
22
0

7,
36
8

11
7

28
0

53
5

3,
50
0

50
3

4,
01
5

2,
30
7

8,
05
1

12
,0
83

1 0 0 0 1 0 0 2 4 4

16 0 0 0 2 0 0 24 15 72

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

7,
38
4

11
7

28
0

53
5

3,
50
2

50
3

4,
01
5

2,
33
1

8,
06
6

12
,1
55

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

7,
38
4

11
7

28
0

53
5

3,
50
2

50
3

4,
01
5

2,
33
1

8,
06
6

12
,1
55

17
,1
57 －

0 －
16
,9
82 －

3 －
17
5 －

0 －
0 －

0 －
10
0 －

17
,1
57 －

0 －
10
0 －
17
,1
57 －

1
35
6
国
道
35
6号
（
バ
イ
パ
ス
含
む
）
我
孫
子
市
布
佐

我
孫
子
市
台
田

1 2 3 4 5 6

4 7 8 46 47 51

千
葉
竜
ケ
崎
線

我
孫
子
関
宿
線

船
橋
我
孫
子
線

野
田
牛
久
線

守
谷
流
山
線

市
川
柏
線

我
孫
子
市
布
佐

我
孫
子
市
根
戸

柏
市
高
柳

柏
市
船
戸

柏
市
布
施

柏
市
青
葉
台

我
孫
子
市
布
佐

柏
市
船
戸
山
高
野

我
孫
子
市
柴
崎

柏
市
小
青
田

柏
市
西
柏
台

柏
市
富
里

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

17
0

19
5

19
6

19
7

26
1

26
8

27
8

27
9

28
0

28
2

我
孫
子
利
根
線

我
孫
子
停
車
場
線

湖
北
停
車
場
線

布
佐
停
車
場
線

松
戸
柏
線

北
柏
停
車
場
線

柏
流
山
線

豊
四
季
停
車
場
高
田
原
線

白
井
流
山
線

柏
印
西
線

我
孫
子
市
青
山（
国
道
６
号
）

我
孫
子
市（
我
孫
子
停
車
場
）

我
孫
子
市（
湖
北
停
車
場
）

我
孫
子
市（
布
佐
停
車
場
）

柏
市
中
新
宿

柏
市（
北
柏
停
車
場
）

柏
市
旭
町（
国
道
６
号
）

柏
市（
豊
四
季
停
車
場
）

柏
市
藤
ケ
谷

柏
市
柏

我
孫
子
市
布
佐

我
孫
子
市
本
町

我
孫
子
市
中
峠

我
孫
子
市
布
佐

柏
市
柏

柏
市（
国
道
６
号
）

柏
市
豊
四
季

柏
市
十
余
二

柏
市
東
山

柏
市
布
瀬

1 2
40
7

40
9
我
孫
子
流
山
自
転
車
道
線

佐
原
我
孫
子
自
転
車
道
線

我
孫
子
市
布
佐

柏
市
柏
下

N
O
.

路
　
線
　
名

計 計 計 計

合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

一
般
国
道

主
要
地
方
道（
※
都
市
軸
道
路
を
含
む
）

一
般
県
道

一
般
県
道（
自
転
車
道
）

一
般
国
道
・
主
要
地
方
道
・
一
般
県
道
・自
転
車
道起
　
　
点

終
　
　
点

管
内
延
長

（
m
）

重
用
延
長

（
m
）

道
路
延
長

（
m
）

改
良
済
延
長

（
m
）

未
改
良
延
長

（
m
）

改
良
率

（
％
）

舗
装
済

（
m
）
未
舗
装

（
m
）
舗
装
率

（
％
）

種
類
別
内
訳

橋
　
　
梁

個
延
長（
m
）
個

延
長（
m
）

ト
ン
ネ
ル

改
良
状
況

舗
装
状
況

路
線
番
号

　
当
管
内
に
は
、国
土
交
通
省
が
管
理
し
て
い
る
国
道
6
号
、
1
6
号
及
び
県
が
管
理
し
て
い
る
国
道
3
5
6
号
が
あ
り
、こ
れ
を
骨
格
と
し
て
主
要
地
方
道
市
川
柏
線
、
船
橋

我
孫
子
線
、
我
孫
子
関
宿
線
等（
計
6
路
線
）が
配
置
さ
れ
、こ
れ
ら
を
補
う
形
で
一
般
県
道
1
0
路
線
及
び
自
転
車
道
2
路
線（
1
路
線
は
未
供
用
）が
あ
り
ま
す
。　

〔
道
路
現
況
調
〕

（
令
和
4年
４
月
１
日
現
在
）

（
1
）管
内
道
路管
内
道
路
並
び
に
河
川
等
の
現
況

管
内
道
路
並
び
に
河
川
等
の
現
況
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39
,2
00

11
7,
34
0

39
,2
00

11
7,
34
0

1,
35
0.
3

58
,5
00

58
,5
00

0
10
0

31
,5
00

31
,5
00

31
,5
00

31
,5
00

22
6.
4

31
,5
00

25
,2
00

6,
30
0

80

70
,7
00

14
8,
84
0

70
,7
00

14
8,
84
0

1,
57
6.
7

90
,0
00

83
,7
00

6,
30
0

93

20
,8
75
.4
9

22
,5
00

7,
70
0

9,
00
0

10
0,
64
0

7,
70
0

9,
00
0

22
,5
00

7,
70
0

9,
00
0

10
0,
64
0

7,
70
0

9,
00
0

1,
32
4.
9

25
.4

45
,0
00

4,
50
0

9,
00
0

45
,0
00

4,
50
0

9,
00
0

0 0 0

10
0

10
0

10
0

7,
90
0

6,
90
0

16
,7
00

7,
90
0

6,
90
0

16
,7
00

7,
90
0

6,
90
0

16
,7
00

7,
90
0

6,
90
0

16
,7
00

35
.9

31
.0

15
9.
5

7,
90
0

6,
90
0

（
周
囲
）1
6,
70
0

4,
60
0

6,
90
0

13
,7
00

3,
30
0 0

3,
00
0

58 10
0 82

10
,5
72
.0
0

6,
06
9.
79

1,
63
3.
86

2,
59
9.
84

管
内
図
で
標
記
な
し

1 2 3

一
級

利
根
川

利
根
川

手
賀
川

利
根
運
河

野
田
市
～
我
孫
子
市

柏
市

野
田
市
、流
山
市
、柏
市

1 2 3

一
級

利
根
川

1 2 3 4

3
1
6

3
7
0

4
5
4

4
5
5

木
　
崎

腰
　
巻

手
賀
１

手
賀
２

平
成
6
年
3
月
1
日
　
告
示
  
第
17
0
号

平
成
9
年
12
月
5
日
　
告
示
  
第
86
5
号

平
成
15
年
2
月
7
日
　
告
示
  
第
07
7
号

平
成
15
年
2
月
7
日
　
告
示
  
第
07
8
号

柏
市
布
瀬

柏
市
手
賀

大
津
川

大
堀
川

手
賀
沼

鎌
ケ
谷
市
、柏
市

流
山
市
、柏
市

柏
市
、我
孫
子
市

N
O
.

水
　
系

N
O
.

区
域
名

合
　
　
　
　
計

地
　
先

面
　
積（
m
2 ）

指
定
年
月
日
及
び
告
示
番
号

河
川
名

計 計

合
　
　
　
　
計

区
　
　
　
間

指
定
延
長（
m
）

左
　
岸

右
　
岸

左
　
岸

右
　
岸

延
長（
m
）

流
域
面
積

（
km

2 ）

流
路
延
長（
m
）

実
　
　
延
　
　
長

改
　
良
　
状
　
況

備
　
考

改
良
済
延
長（
m
）
未
改
良
延
長（
m
）
改
良
率（
％
）

国
土
交
通
省
直
轄

県
管
理

国
土
交
通
省
直
轄
・
県
管
理

指
定
種
別

　
管
内
中
央
部
に
は
、
一
級
河
川
手
賀
沼
が
位
置
し
、
西
か
ら
一
級
河
川
大
堀
川
、
南
か
ら
は
一
級
河
川
大
津
川
が
注
ぎ
、
手
賀
沼
の
東
端
か
ら
直
轄
管
理
の
一
級
河
川
手

賀
川
を
経
由
し
、
茨
城
と
の
県
境
を
形
成
し
て
い
る
一
級
河
川
利
根
川
へ
流
入
し
て
い
ま
す
。
県
管
理
の
3
河
川
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
都
市
化
に
伴
う
地
域
開
発
が
著
し

い
た
め
、
整
備
が
急
が
れ
て
お
り
ま
す
。

〔
河
川
現
況
調
〕

（
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
）

（
2
）管
内
河
川

（
3
）急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
指
定
箇
所
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柏市東柏
柏市松ケ崎
柏市布瀬
柏市柳戸
柏市高柳
柏市布瀬
柏市根戸
柏市布瀬
柏市布瀬
柏市布瀬
柏市片山
柏市片山
柏市手賀
柏市手賀
柏市手賀
柏市手賀
柏市手賀
柏市手賀
柏市布瀬
柏市鷲野谷
柏市鷲野谷
柏市鷲野谷
柏市泉
柏市大井
柏市新逆井１丁目
柏市箕輪
柏市箕輪
柏市箕輪
柏市箕輪、大井、箕輪新田、大井新田
柏市大井
柏市大井、大津ケ丘３丁目
柏市大井
柏市大井
柏市花野井
柏市花野井
柏市花野井
柏市花野井
柏市布施、布施下
柏市松ケ崎
柏市松ケ崎
柏市豊四季
柏市中新宿１丁目、流山市前ケ崎

戸張
松ケ崎一
納屋
上柳戸
品川根
腰巻
根戸一
布瀬四
布瀬五
木崎
片山一
片山三
手賀一
手賀二
手賀三
手賀四
手賀五
手賀六
布瀬六
鷲野谷一
鷲野谷二
鷲野谷三
泉一
大井四
新逆井一
箕輪三
箕輪四
箕輪五
箕輪六
大井二
大井三
大井五
大井六
花野井一
花野井二
花野井三
花野井四
布施一
松ケ崎二
松ケ崎三
豊四季一
中新宿一

急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊

千葉県告示
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

特別警戒区域なし

第233号
第233号
第233号
第233号
第233号
第233号
第233号
第233号
第233号
第133号
第133号
第133号
第133号
第133号
第133号
第133号
第133号
第133号
第133号
第242号
第242号
第242号
第242号
第242号
第16号
第16号
第16号
第16号
第16号
第16号
第16号
第16号
第16号
第16号
第16号
第16号
第16号
第16号
第16号
第16号
第16号
第16号

千葉県告示
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

第238号
第238号
第238号
第238号
第238号
第238号
第238号
第238号
第238号
第134号
第134号
第134号
第134号
第134号
第134号
第134号
第134号
第134号
第134号
第245号
第245号
第245号
第245号
第245号
第19号

第19号
第19号
第19号
第19号
第19号
第19号
第19号
第19号
第19号
第19号
第19号
第19号
第19号
第19号
第19号
第19号

H24.3.30
H24.3.30
H24.3.30
H24.3.30
H24.3.30
H24.3.30
H24.3.30
H24.3.30
H24.3.30
R元.7.30
R元.7.30
R元.7.30
R元.7.30
R元.7.30
R元.7.30
R元.7.30
R元.7.30
R元.7.30
R元.7.30
  R２.4.7
  R２.4.7
  R２.4.7
  R２.4.7
  R２.4.7
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15

指定箇所 区域の名称 自然現象の
種類

土砂災害警戒区域
告示番号

土砂災害特別警戒区域
告示番号 告示日

柏

　
　
　市

（令和４年４月1日現在）

　『土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律』に基づき指定される区域で、急傾
斜地の崩壊等が発生した場合に住民等の生命または身体に危害が生ずるおそれがあると認められる土地の
区域（土砂災害警戒区域）や、建築物に損壊が生じ住民等の生命または身体に著しい危害が生ずるおそれ
があると認められる土地の区域（土砂災害特別警戒区域）が指定されます。指定された区域では緊急避難
体制の整備が行われ、土砂災害特別警戒区域では建築物の構造の規制や一定の開発行為の制限等が求めら
れます。柏土木事務所管内では柏市内で57箇所、我孫子市内で23箇所が指定されています。

（4）土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域の指定状況
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急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊
急傾斜地の崩壊

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

千葉県告示
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

特別警戒区域なし

特別警戒区域なし

第16号
第16号
第16号
第16号
第16号
第16号
第16号
第16号
第16号
第16号
第16号
第16号
第16号
第16号
第16号
第234号
第234号
第234号
第234号
第234号
第234号
第234号
第234号
第234号
第234号
第234号
第133号
第133号
第133号
第133号
第133号
第133号
第133号
第133号
第133号
第133号
第133号
第16号

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃
千葉県告示

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

第19号
第19号
第19号
第19号
第19号
第19号
第19号
第19号
第19号
第19号
第19号
第19号
第19号

第19号
第239号
第239号
第239号
第239号
第239号
第239号
第239号
第239号
第239号
第239号
第239号

第134号
第134号
第134号
第134号
第134号
第134号
第134号
第134号
第134号
第134号
第19号

R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
R3.1.15
H24.3.30
H24.3.30
H24.3.30
H24.3.30
H24.3.30
H24.3.30
H24.3.30
H24.3.30
H24.3.30
H24.3.30
H24.3.30
R元.7.30
R元.7.30
R元.7.30
R元.7.30
R元.7.30
R元.7.30
R元.7.30
R元.7.30
R元.7.30
R元.7.30
R元.7.30
R3.1.15

指定箇所 区域の名称 自然現象の
種類

土砂災害警戒区域
告示番号

土砂災害特別警戒区域
告示番号 告示日

柏

　
　
　市

我

孫

子

市

柏市東山２丁目
柏市逆井
柏市逆井
柏市逆井
柏市泉
柏市泉
柏市泉
柏市塚崎
柏市金山、泉
柏市金山
柏市藤ケ谷
柏市藤ケ谷
柏市高柳
柏市柏
柏市片山
我孫子市久寺家
我孫子市日秀
我孫子市白山
我孫子市布佐
我孫子市久寺家
我孫子市久寺家
我孫子市つくし野
我孫子市緑
我孫子市中里
我孫子市布佐
我孫子市布佐
我孫子市つくし野
我孫子市寿
我孫子市我孫子
我孫子市岡発戸
我孫子市岡発戸新田
我孫子市中峠
我孫子市布佐
我孫子市布佐
我孫子市布佐
我孫子市布佐
我孫子市新木
我孫子市久寺家、つくし野６丁目

東山一
逆井一
逆井二
逆井三
泉二
泉三
泉四
塚崎一
金山一
金山二
藤ケ谷一
藤ケ谷三
高柳一
柏一
片山四
久寺家
日秀
白山
布佐
久寺家二
久寺家三
つくし野二
緑一
中里一
布佐三
布佐四
つくし野一
寿
我孫子一
岡発戸一
岡発戸新田一
中峠一
布佐二
布佐五
布佐六
布佐七
新木一
久寺家四
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（　　 ）
（　　 ）
（　　 ）
（　　 ）
（　　 ）
（　　 ）
（　　 ）
（　　 ）
（　　 ）
（　　 ）
（　　 ）

／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

（　　 ）
／
／

．
．
．
．

：
：

：
：

：
：
：

：

：
：

／． ．

：
：

：
：

供用開始日 開設面積（ha） 主 な 開 設 施 設
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

桜の広場
コミュニティ体育館、冒険のトリデ、第２駐車場
ボート池、都市緑化植物園（西洋庭園、ロックガーデン）
公園センター、四季の広場
日本庭園「牧が原園」
郷土の森
レストハウス
中央広場、鑑賞池
総合競技場、第１駐車場
庭球場
多目的広場
野球場

2
3
4
5
6
7
9
10
11
16
18
22

7
6
3
10
6
4
4
3
4
6
6
4

20
6
31
10
16
29
1
31
1
15
30
26

4 . 6
7 . 0
1 . 3
1 . 0
1 . 8
－
1 . 5
10.7
2 . 4
2 . 3
4 . 2

8.2
12.8
19.8
21.1
22.1
23.9
23.9
25.4
36.1
38.5
40.8
45.0

供用開始日 開設延長（km） 開 設 区 間
Ｈ
Ｈ

北柏橋～ヒドリ橋
ヒドリ橋～手賀曙橋

15
18
9
4
1
1 6 . 9

2.5
9.4

特別地域　ha 普通地域　ha 計　ha 管内の区域
241 918 1,159 柏市・我孫子市の一部

（2）県立柏の葉公園（都市公園）

（1）県立印旛手賀自然公園

＜施設概要＞

＜開設の経緯＞

所 在 地
供 用 面 積

柏市柏の葉４丁目
45ha

指定面積全体：6,606ha 指定年月日：昭和27年10月24日

事 業 期 間
事 業 費

昭和60年度～平成22年度
約640億円

（3）県立手賀沼自然ふれあい緑道（都市公園）
＜施設概要＞

＜開設の経緯＞

所 在 地
供 用 延 長
標 準 幅 員

柏市柏下～柏市片山新田
約9.4km
約30m

主 要 施 設

事 業 期 間
事 業 費

遊歩道（自転車道併設）、修景施設、
休養施設、駐車場
平成10年度～17年度
約11億円

供用開始日 開設面積（ha） 開 設 区 間
R４ ３ 31 3.7

（４）県立市野谷の森公園（都市公園）
＜施設概要＞

＜開設の経緯＞

所 在 地
供 用 面 積

流山市三輪野山
約3.7ha

事 業 期 間
事 業 費

平成19年度～令和４年度
約25億円

公園の現況公園の現況
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　当事務所管内には、すべての建築物に関する事務を取り扱う「特定行政庁」である松戸市、
柏市、我孫子市及び流山市の4市と、木造2階建ての住宅等小規模な建築物に関する事務
のみを取り扱う「限定特定行政庁」である鎌ケ谷市及び野田市の2市があります。
　当事務所は、このうち限定特定行政庁2庁について、建築基準法及び建設リサイクル法
等に関する事務を所管しています。
　当事務所管内は、首都圏近郊整備地帯に位置していることから計画的な街づくりが進めら
れている一方、既成市街地においては、宅地の狭小化や狭隘道路による課題等が生じてお
り、建築指導行政も複雑・多様化しています。このような状況の中で各市と連携して、建築
関係法令の遵守とともに、秩序ある街づくりが推進されるよう円滑な建築指導行政に努めて
います。

　また、開発行為等（主として建築物の建築等を目的で行う土地の区画形質の変更の規制）
に関する事務は、県知事若しくは指定市の長等の権限に属していますが、県条例による事務
処理の特例により、当事務所管内では指定市である柏市以外の松戸市、我孫子市、流山市、
鎌ケ谷市及び野田市に知事の権限を移譲しています。
　なお、野田市のうち合併前の旧関宿町における開発行為で、当時の都市計画法第34条
第8号の3の規定による法第29条の許可関連（平成15年6月5日迄に申請があったもの）
の許認可事務については、引き続き当事務所が行っています。

建築及び宅地指導について建築及び宅地指導について
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建築物等の確認申請・検査申請

建築基準法第43条第２項第１号認定申請

建築基準法第43条第２項第２号許可申請

建築基準法第85条第５項仮設建築物許可申請

仮使用認定申請

定期報告

バリアフリー法の認定申請

建築士事務所の業務報告書の提出

建築台帳記載証明の申請

建設リサイクル法の届出（建築物）

手続き

建築地の市名 松戸市・柏市
我孫子市・流山市
（特定行政庁）

－

－

－

－

－

－

－

－

〇

－

－

－

－

○

◯

○

△

△

△

○
（受付は市役所窓口）

△
（受付は市役所窓口）

△
（受付は市役所窓口）

○
（受付は市役所窓口）

△
（受付は市役所窓口）

△
（受付は市役所窓口）

△
（中間検査以外、受付は市役所窓口）

所管する業務の範囲鎌ケ谷市・野田市
（限定特定行政庁）

千葉県福祉のまちづくり条例の
届出等

建築物省エネ法に係る規制措置の届出
及び適合判定
耐震改修促進法による
耐震改修の計画認定

所管する業務の範囲は
注）1、2、3

限定特定行政庁が所管する
以外のもの

限定特定行政庁が所管する
以外のもの

４階以下かつ延べ面積
2,000m2以下のもの

建築物・建築設備等（昇降機・
遊戯施設を除く）に限る

４階以下かつ延べ面積
2,000m2以下のもの

４階以下かつ延べ面積
2,000m2以下のもの

所管する業務の範囲は注）1、2、
3によるが、平成２年以前のもの
は取扱区分が異なる。

注）4

所管する業務の範囲は
注）1

４階以下かつ床面積の合計が
2,000m2以下のもの

①　特殊建築物で、その用途に供する部分の床面積の合計が200m2を超えるもの
②　木造の建築物で3以上の階数を有し、又は延べ面積が500m2、高さが13mもしくは軒の高
　さが9mを超えるもの
③　木造以外の建築物で2以上の階数を有し、又は延べ面積が200m2を超えるもの
④　①～③以外で許可（仮設を除く）を要するもの

①　煙突は、高さが10mを超え23m以下のもの
②　広告塔・広告板・記念塔等は、高さが10mを超えるもの
③　擁壁は、高さが3mを超え5m以下のもの
④　煙突・広告塔等の高さが10m以下又は擁壁の高さが3m以下で、限定特定行政庁が所管し
　ない建築物の敷地のもの

○　すべての事務を当事務所が取り扱う
△　一部の事務を当事務所が取り扱う

注）建築物、工作物及び建築設備の確認申請等における所管範囲（令和元年6月25日建築基準法改正施行後）
　建築物は、4階以下かつ延べ面積2,000m2以下のもののうち1

　工作物は、煙突で高さが6m超、広告塔等で高さが4m超、擁壁で高さが2m超（建築基準法施
行令第138条第1項）のもののうち
2

　建築設備（小荷物専用昇降機・ホームエレベーター）については、当事務所が確認する建築物
に関するもの
3

　建築物は、建築基準法第6条第1項第4号（木造住宅で2階以下のもの等）に掲げる建築物以外
のもの（県知事の許可を必要とするものを除く）
4

1.  建築行為に係る管内市別取扱区分  （令和4年４月１日現在）
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8

3

4

0

0

1

8

3

3

0

0

0

1

1

0

1

1

0

1

6

3

5

2

3

1 5 3

2 7 8

1 1 1

8

4

1

7 0

2 0

6

1 2 1

8 1

1 0 1

1 0

4

1

2 6

1 0

5

1 9

0

0

令和元年度

令和２年度

令和３年度

建 築 確 認
申請受付数

左　の　内　訳

工作物建築物 建築設備
仮 使 用
認定申請

仮　　設
許可申請 許可申請年度

項目 法第43条

令和元年度

令和２年度

令和３年度

完了検 査
申請受付数年度

項目

令和元年度

令和２年度

令和３年度

定期報告
件　　数年度

項目

令和元年度

令和２年度

令和３年度

パトロール
回　　　数

立　　入
棟　　数年度

項目

令和元年度

令和２年度

令和３年度

届　　出
件　　数年度

項目

令和元年度

令和２年度

令和３年度

パトロール
回　　　数

立　　入
件　　数年度

項目

令和元年度

令和２年度

令和３年度

立　　入
件　　数年度

項目

（1）建築確認等状況

（2）完了検査実施状況 （3）定期報告状況

（4）建築パトロール状況 （5）建設リサイクル届出状況

（令和4年４月1日現在）

（注）受付数には計画通知を含む。

（注）上記届出件数には、通知を含む。

（6）建設リサイクルパトロール状況 （7）建築士事務所立入状況

　下表および次ページの表において、件数は鎌ケ谷、野田の２市の合計を示している。
　ただし（７）建築士事務所立入状況は管内全市（松戸、柏、我孫子、流山、鎌ケ谷、野田）である。

2.  建築指導の状況
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4 2

3 8

1 6

9

1 8

9

1 9 9

1 2 1

1 1 4

令和元年度

令和２年度

令和３年度

届　　出
件　　数年度

項目

令和元年度

令和２年度

令和３年度

届　　出
件　　数年度

項目

令和元年度

令和２年度

令和３年度

報 告 件 数
（建築確認受付日付別）年度

項目

都市計画法に基づく申請等について、当事務所における令和元年度～令和３年度の実績はありません。

（注）上記届出件数には、通知を含む。

（8）省エネ届出状況

（10）福祉のまちづくり条例
　　 届出状況

（9）民間機関報告状況

3.  宅地指導の状況
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